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祖先ののこした開拓精精と郷土愛(今金町民憲章)
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日
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ー
に
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て
、
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金
町
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団
結
成
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年
記
念
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。
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=
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七
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で
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来
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右
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法
の
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を
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と

し
て
、
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ま
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献
金
内
推
進
巡
動
に

協
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す
る
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か
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泊
um
奉
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通
安
全
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募
金
辿
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に
協
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敬

品
会
的
傍
待
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仕
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皮
心
身
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市
川
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児

に
お
む
つ
専
の
訴
畑
、
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に
は
献
血
に

協
力
、
忠
魂
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前
向
花
だ
ん
造
成
忠

魂
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霊
祭
内
接
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、
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共
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設
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婦
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ン
テ
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ア
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」
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つ
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て
取
り
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ん
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し
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ン
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婦
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門
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内
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ま
し
た
。
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さ
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退
職

者
で
あ
り
ま
す
.

忠
君
に
直
接
的
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
者
、

受
付
や
売
脂
に
従
事
す
る
者
影
の
部

所
で
働
く
者
等
、

有
資
格
者
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
分
間
に
お
い
て
も
多
く
活

脱
し
て
お
り
ま
す
。

附
句
れ
ま
し
た
.

7
十
五
年
奉
仕
者

阿
部
可
祝
稲
垣
幸
子
、
内
藤
千
代
、

牧
田
ハ
ル
エ

マ
二
十
年
奉
仕
者

阿
知
波
公
子
、
阿
部
貞
子
、
伊
藤
ト
ミ

ノ
、
石
持
智
恵
子
、
石
剖
附
子
、
岡
崎

絹
子
、
栗
山
ハ
ナ
今
野
ミ
ヨ
、
白
山

千
代
、
高
畑
愛
子
、
戸
沢
喜
美
子
、
的世

間
リ
カ
‘
花
井
美
枝
子
、
松
橋
恭
子

( 2 ) 

空
き
缶
の
グ
ポ
イ
鎗

て
H

は
貴
重
な
資
源

の
無
駄
づ
か
い

お
金
を
姶
て
る
人
は
ま
ず
い
な
い

で
し
ょ
う
が
、
空
き
缶
と
主
る
と
、

ど
う
も
ポ
イ
と
簡
単
に
拾
て
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
空
き
缶
も
い
ま
や
、
お

金
と
同
じ
よ
う
に
抗
虫
な
物
で
す
.

特
に
、
ア
ル
ミ
缶
は
省
資
源
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
な
が
る
価
値
あ
る

資
抑
と
い
え
ま
す
.

ア
ル
ミ
缶
は
再
生
が
簡
単
に
で
き

る
の
で
、
再
生
的
場
合
は
新
た
に
地

金
を
製
造
す
る
と
き
に
比
べ
て
、
二

十
七
分
町

一
円
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
済
む

の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
伊
価
値
あ
る
資
源
。

的
ポ
イ
品
川
て
を
や
め
て
回
収
ル

1
ト

に
乗
せ
る
と
と
も
に
、
環
境
の
ぷ
大

化
u

に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

祈
祉
楳
保
健
婦
係

Yら
て務

( 3 ) 
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ω
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2
・E
9
互
い
に
相
手
の
す
る
こ
と
や
す
こ
と
る
と

E
え

ま

す

の

人

間
と
し
て
扱
っ
て
み
る
も

E
z-
-
と
百
っ
て
も
雷
い
す
き
で
は

一

一

a
d
k
J
qi六
円

が
よ
〈
分
わ
ら
な
い
と
い
う
町
も
そ
親
子
の
心
が
ふ
れ
あ
う
た
め
に
は
、
親
と
干
の
聞
で
そ
ん
な
必
要
が
、
と
あ
り
ま
せ
ん
.
ま
た
、
執
が
ほ
か
の

一

一

一
心

一
a
p
f干
肥

の
一
つ
で
す
・

ま
ず
第

一
に
円
由
で
町

U
の
び
し
た
雰
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
心
と
人
と
ど
ん
主
つ
き
合
い
方
を
し
て
い

一

一

4
t
d
E
E

単
な
る
言
葉
の
や
り
と
り
で
な
く
囲
気
が
必
要
で
す
・
子
供
が
親
を
怖
が
心
的
結
び
つ
き
は
お
互
い
町
立
場
を
る
か
子
供
は
よ
〈
比
て
い
る
も
の

一

一

両

絶
e

と
い
っ
百
繋
が
マ
ス
コ
言
葉
町
向
こ
す
側
に
あ
る
相
手
町
気
持
っ
て
伺
も
言
え
な
い
喜
?
で
は
困
り
手
。
尊
重
し
合
ヲ
と
こ
ろ
に
育
ち
ま
す
。

い

て

す

。

一

一
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
.

「叶
J

つ
ま
で
も
子
供
扱
い
に
し
て
「
子
供
は
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
子
供
は
育
つ

一

一
例
え
ば
先
生
と
生
徒
税
と
干
供

部

一

の

び

の

び

と

し

た

雰

囲

気

の

ま

?

」

と

を

だ

ま

っ
て
聞

い

て

い

と

官

わ

れ

ま

す

が

禁

社

会

と

ど

一

一
主
ど
の
聞
に
芯
思
町
疎
通
が
な
く
‘
一

川

一

れ

ば

い

い

」

と

い

っ

た

親

子

関

係

を

続

ん

主

ふ

う

に

か

か

わ

っ

て

い

る

か

が

、一

一

h

a

F

E

中

に

生

ま

れ

る

け
て
い
る
と
自
主
性
主
ち
に
く
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2絡
を
形
づ
く
る
う
え
で
こ
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ま
す
.
そ
の
相
場
、
成
人
し
て
も
お
剖
宜
主
役
削
を
来
た
し
て
い
る
こ
と
は

一

一

-
N
G色

ち
を
恥
り
た
い
と
だ
れ
で
も
思
つ
も
の
止
に
お
母
さ
ん
は
で
き
る
だ
け
子
と
な
の
社
会
に
栴
け
込
め
な
か
っ
た
り
『
M

つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
・

一

一

a
a
E
E守
ー
ん
竺

で
す
。
相
手
に
対
し
燥
で
按
し
て
思
僻
供
と
共
通
の
体
験
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
立
ど
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く

‘

F

一

一

J

卜
み
ぞ

L
Aロ
う
、
と
い

っ
た
仰
心
的
ふ
れ
あ
い
w

し
よ
う
・
そ
の
と
き
大
切
な
の
は
、
親
主
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゅ

ー

均

一

a

v

y

F

ι

評
弘
、出
-i

一

一

4

・眠ド‘
h

「

に

よ

る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ン
ョ
ン
は
‘
幼
町
方
が
一
方
的
に
ザ
供
に
近
づ
〈
だ
け
こ
の
よ
う
に
、
脱
と
干
の
附
係
が

戸

砂

川

「

品

い

以

町

田

a

E

E

E

-

-

4411通
ma--
-
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一

a・
・

・

児
期
に
、
脱
と
子
町
川
川
で
は
ぐ
く
ま
れ
で
守
¥
時
に
は
逆
に
‘

F
供
を
一
人
干
似
の
将
来
の
人
間
関
係
を
決
め
て
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I
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1
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i
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J

，

、

+e
め
っ
た
に
U
を
き
く
こ
と
む
あ

H
や
か
す
よ
う
に
な
り
、
母
親
は
千
供
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
理
由
に
は
い
ろ
し
い
父
親
町
方
が
貯
ま
し
い
の
は
宮

一

一

F'

、
h¥

什
B

，E
、hE
E
E
E併

せ
ん
。

に
干
渉
し
が
ち
で
あ
る
と
い
ヲ
こ
と
を
い
ろ
な
こ
と
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一

一

A
b咽

ma.，
¥

そ

の

威

厳

あ

る

父
親
が
子
供
を
し
か
一
不
し
て
い
ま
す
・
干
文
目
母
と
も
い
い
父
親
の
余
船
時
間
が
柄
、
ぇ
、
子
供
と
し
か
し
、
家
庭
で
の
教
育
を
考
え
一

一

凶

闘

回

臥

μ
M
F

る
と
、
母
親
が
と
り
な
し
て
く
れ
た
り
、
ま
す
。

若
干
る
機
会
が
多
く
な
っ
た

こ

と

た

場

合

、

父

親

に

は

と

き

ど

き

「
そ

一

一

i
a
z
d

zてよ
た
り
し
て
い
ま
し
た
・
昭

三
十
年

く

ら

い

法

話

た

ち

に

比

誌

と

宜

畑

町

村

会

的

地

位

が

接

近

し

れ

は

絶

対

に

い

け

な

い

認

め

る

こ

↑

.，
p
f
i
b
-
B
:
-
L
‘

p
i

た
こ
と
を
庁
長
に
、
家
嵯
で
長
や

F
供
と
は
で
き
立
い
」
と
き
っ
ぱ
り
と
言

一

…

か
つ
て
わ
が
国
に
は
厳
父

p

t
B
G
B
a

に
対
し
て
威
張
っ
て
い
る
父
親
よ
り
も
い
切
る
だ
け
の

P必
要
で
す
。

一

一
い
う
芸
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
し
い

r〉
益
事
パ
U4
割

引

厄

周

縦
し
〈
話
し
相
手
に
な
っ
て
く

れ

る

文

必

す

る

こ

と

l
甘
や
か
す
こ
と
を

一

一
訂
正

視

と

い

っ

川

し

み

深

い

母

親

と

い

(

東
京
都
立
大
学
教
授
)

訟

酔

齢

阪

税

的

方

が

い

い

と

思

わ

れ

る

よ

ヲ

に

な

同

じ

と

2、
子
供
に
安
易
に
妥
協

一

つ
意
味
で
す

{

っ
た
こ
と
、
主

ど

が

ま

理
由
で
し
ょ
し
て
い
る
の
で
は
家
庭

教

育

は

量

一

一

夏

目

撤
石
町
作
品
に
は
明
治
か
ら
和
一
ケ
タ
生
ま
れ
の
人
の
な
か
に
は
、
べ
て
い
ま
の
父
判
明
た
ち
が
優

L
〈

な

っ

・
子
供
に
敬
述
さ
れ
・
い
中
さ
れ
て
し
て
し
ま
い
ま
す
@

一

一
大
正
円
相
め
に
か
け
て
町
都
市
町

家

ニ

向

ょ

う

主

父

親

向

姿

を

記

憶

し

て

い

り

イ

供

と

よ

〈

遊

U

チ
供
の
世
話
い
る
父
親
が
ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
・
似
し
い
而
と
毅
然
(
き
ぜ
ん
)
と

一

一

嵯
の
雰
囲
気
が
よ
く
揃
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

を

よ
〈
す
る
よ
っ
に
主
勺
た

と

い

っ

大

父

税

L
チ
供
に
憾
わ
れ
な
い
よ
う
に

一

一

ま

す

。

し

か

し

最

近

は

甘

父

子

母

に

な

っ
た

き

な

傾

向

は

だ

れ

も

が
認
め
る
こ
と
で
と
努
め
て
い
ま
す
。

一

父

親

は

奥

の

部

屋

に

い

て

子

供

た

と

い

っ

人

が

い

ま

す

父

親

は

子

供

を

す

五

に

と

っ
て
怖
い
父
親
よ
り
も
健

一

町民センタ

図
書
館
だ
よ
り
」

新
刊
案
内
L

〈
一
般
図
書
V

藤
沢
周
平
苗
諜
(
上
下
)

民
一
岩
盤
五
回
霧
の
錆
(
上
下
)

畑

山

時

l
つ
か
の
ま
の
二
十
哉

水

上

勉

l
白
蛇
抄

城

山

三

郎

l
冬
の
派
開

明
井

千

式

森

町

棟

橋

間

舟

賀

子

夫

婦

西

井

孝

之

ミ

ケ

藤

沢

周

平

l
夜
の
附

新

田

次

郎

l
風
向
遺
産

支
出
問
静
子

l
家
路
町
川市
て

両

角

悲

二

l
パ
ラ
サ
ン
岬
に
孔
え

ろ

長

井

僻

原

子

炉

内

M
m

吉

行

恩

恵

l
小
さ
な
北
婦
人

北

杜

夫

ー
さ
び
し
い
包
食

戸
川
絹
佐
武

l
犬
益
殺
と
背
年
将
校

鈴
木
栄
(
他

)i
生
き
よ
う
わ
が
子
た

ち

岩

橋

英

行

l
管
い
引
の
ヲ
た

岩

淵

紀

男
l
し
じ
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貝
何
時

笠
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紀
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E
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友
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い
て
ぽ
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が
あ
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房

子
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は
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か
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愉
し
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宮
尾
登
史
子
伽
掛
町
香

三

好

京

三

冬

の

川

古
山
内
問
雄

i
他
人
的
仰
み
、
九
対
訓

A
H
 e
 

金
井
美
恵
子
l
添
訟
の
悪
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、
午
岨

酬
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岸
辺
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な
い
出

失
W
司

法

彦

夢

現

古

#

由

占

俳

日

〈
児

童

V

世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
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ョ
ン

l
金
二
+

巻

目

日
本
発
掘
物
語

l
全

十

三

巻

…

少
年
少
女
世
界
的
大
探
検

1
全
十
二
巻

一

み

ん

志

向

文

学

金

十

巻

叩

動
物
も
の
が
た
り

l
全
十

岳

山

か

も

し

か

文

庫

全

十

巻

一

新
日
本
少
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少
女
同
文
字
|
全
十
五

巻

~

新
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削
作
品
Y
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文
ザ

1
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十

吋

六

巻

山
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フ
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ヨ
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』

叫
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活
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十
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セ
y
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滑
仲
刊
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羽
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先!1)~'r.剛 l 小恨の削寸
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Y50醐円町民よ '1

今金.人タラプ
代後 Ht 明|高見町

刷un 

肉
U
同

開
問
川
瑚
帥

ft衛(中市)
開.f!(~ ) 
地(側 }
，、，サタ

'"ナ

大平キ.x.I ~察舛

.何河嶋入金 I 

代"朱山一 Eェl侠斜可

商業統計調査を実施一年
目
守
/

一
民
JM

-

一和
一

一昭
一

6月1日
現荏で

卸売 ・小売業およひや飲食屈を営んでいる皆様のこや協力をおねがいします。

( 5 ) 



ポノプ操法

及び人貝服

装の点検、町

長をはじめ、

談会議貝、来

賓に対する観

測風景。

火災シーズンI~先駆けてJ
5月15日今金小学校校庭において、春の消防団総

合演習が聞かれ、各分団を集約125名の参加のもとに、

小隊訓練、ポ〆ブ操法、桜疑火災専の訓輔が実施さ

れました。吏に、人f"及u'、機械器具の報告、点検
等がなされました。

。従来 「今金、極川、花石 、美利河分自jJを「今金

第 (今金)、第二(組)11)、第三(美利河、花石)Jと

i¥!{柏山、たしま Lた。

報C 11 11 11 11 11 11 11 11 ム~-----明広報h11  11 11 • • • " " "Aや-骨骨骨4広

未開地の滝 t
h
p

第
三
の
滝

事)'丘の川崎勝代さん (78)が山世きをしてい

て発見、この場所はトマンケシ川上流にあたり、

市街地から約 2キロ、新御影頂上から左折、山

を〈だると沌の11'1きが沢なりに聞える。

沌の長さが30m、幅 5m程度内規模であるが、

山政には栗の枯古木がそびえ、行く途中には、

美Lき自然のままの渓流が1キロ以上にもつづ

いている。

山菜、イワナがたくさんあり、秋の風景が一

段と楽しみなところです。

流V渓

ト

i
;包

改称された国道[官官庁22号線(

-

る

(6 ) 

え
昭和57年度事業計画について検討、成人荊循

環昔器号健康診断を主体とした蝕康つづ，<り1、身dし

害児に対する 、医師指示項目の集団及び個別に

対する支援。

更には、相田町血圧者に対する脳卒中町子防

活動、個別支援、健康診断車の拡大、集団教育

として、減塩食指導的推進を図りたいと検討。

。佐牒直子さんのプロフィル

保健婦さんが、今年 1名地只になりました。

札帆市出身、北海道衛生学院卒業、趣味はス

ポーソ (特にパスケ yト、パレ )を得意とす

る健康的な保健婦さん。まづは今金を知ること

町民的健康づくりにファイトを燃やしておりま

す。

健康を考
長万部から北楠山l聞の国道277号組が4月から 230号組に改

称 、 230号綿は、札脱、厚生年金会館前から中山峠を越え、虻

田町までありましたがこんどは内浦湾沿いに長万部町へ延び、

国縫から美利河峠を通って今金町を横断、北楠山市街の入口ま

での延べ 214キロの

!日1、虻田か句長万部

までの54キロは国道

37号綿、 5号椋とダ

ブルことになります。

277号制は八雲

熊石聞の「八熊線」

に誤られました。

間影

櫨志利~IJ川

V栗の桔
古木

(7) 
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北倫山凶J凶保病院 E④ 53 2 1 

4じ楠山町f附附柑院宮'@ 30 2 2 

20 日 今金問fIhI f~~ 州院 包② o 2 2 

27 11 北楠山町[Iilf~~耐院 E④ 5 3 2 1 
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8，906人(+4) 

4，339人 (+3 ) 

4.567人(+1 ) 
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脱出こも拠)lj'1i ( ンブンナイ奥) 日進 (町昨附近 ) に川 I~

立して あります州
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.交通事故死スト yプをめざLて

p早め点湿の効果
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